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　 GOnspicu ［ty　of 　colors 　may 　decrease 　as 　the　size 　Of　colQr 　charts 　becomes 　sma 目er ，　 In漸 s　repQrt 　we

measured 　 the　cQnspicuity 　fQr　48　 different　color 　stimuli ，　 cQmposing 　 Qf　12　 different　 cobrs 　 and 　 4

different　sizes 　for　each 　color
，
5cm × 5cm

，
3cm × 3cm

，
2cm × 2cm

，
and 　lcm × 1cm

，
厂espectively ．【t　was

shown 　tha †the　conspicuity 　decreases 　for　smaller 　size 　of　color 　chart 　as 　expected ；red 　colors 　appear

more 　conspicuous 　than　yelめ w ，　green ，　or　blue　colors 　if　they　are 　of 重he　same 　size ，　and 　red 　colors 　often

appear 　more 　eonspicuous 　than　blue　or 　green　colors 　even 　thoughthe 　formers　are 　of　smaller 　size 　than

the　 latters．

要　旨

　色の圉立ちはその物体の面積の大小に よ っ て 異な っ て くる こ とが予想さ れる 。 本研 究で は全色相をカバ
ーする 12

色の色票を採用 し， さ らに各色相 とも 50m角 ， 3zm角 ，
　 E　Gm角 ， 1　cmitの 4つ のサイズを設定 して ， 面 穩と色の 目

立ち の 関係を調べ た 。 そ の 結果，各色相につ い て は面積が 小さくな る に つ れ て 囲 立たな くな る こ と，同 じ面積な ら，

黄，緑，青系の色よりも赤系の色がよく目立つ こ と，さ ら に赤系の色は小さ い 面積で も他の南系や緑系の大き い 面

積 の 色刺激 よ りもよく目立 つ こ とな どが 明らか にな っ た。
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　 1。は じめに

　色 の 目立ちは い ろ い ろ の所で 意昧を持 っ て くる Q 広

告効果 を 上 げ る た め に 目 立 っ 色 の看板を 掛け る と か ，

逆 にそれが目立ちすぎて色彩公害に なる と か，また目

立 つ 色の衣服を着る こ とによ っ て交通安全の手段とす

る こ となど，色 の圏立ちが 関係す る と こ ろ は多い 。

我々は
一

連の 研 究
1−3）

に よっ Z 色の 国立ち空間 を提案

し， 暗所視 ， 薄明視 ， 明所視を含む い ろ い ろの 照度 レ

ベ ル にお い て ，任意 の 色がどれだけ目立 つ か を定量的

に計算し得る方法を提供してきた 。 またどの照度レベ

ル にお い て も常によく目立つ 2色配色の 衣服 も提案し

て きた
4・5）

。

　ただそれ らの
一

連の研究にお いては ， 実験 で 使 っ た

色 の 刺激 の 大きさは い つ も 5cm角 で
一

定 で あ っ た。し

か し実際に交通安全服を デ ザ イ ン するとなると，夜で

も 自立 っ マ ン セ ル ヒ ュ
ー 8B 〔∋な どの 空色を基調 と し，

昼 間に目立 つ 8R などの赤色はポケ ッ トや衿な どに採

用する こ とにな り ， そ れぞれが衣服の 中に占め る面積

は異な っ て く る 。 ポケ ッ トな どの 面積は当然小き い 。

小 さくて も期待するほどに目立 つ か ど うか，目立 つ に

はどの くら い の 面積が必要か ， こ れは重要な問題 で あ

るが，以前の 研究で はその定量的な検討は行わなかっ

た 。 ポケ ッ トのサイズだけでなく，他の場合 でもサイ

ズ の効果を知る こ とはきわめ て有用 で ある 。 たとえば

大勢の 集まる パ
ー

テ ィ で は出席者全員が名札を着ける

ことがあ り， 案内係や受付な どの区別は名札の色で行

う場合がある。名札の サイズが小ざすぎる と遠 い 人 に

は誰が案内係か分からな い と い う こ とが起きるかも し

れない 。 逆 に街中の景観では広告の看板が赤などで出

来 て い る と ， 余 り大き い と目立ちすぎて 景観を損なう。

ある程度の大きさなら目立ちも減少して周囲からの ク

レ
ー

ムも無くなるかもしれな い 。 色の 目立 ち の面積効

果を知る ことは景観デザイ ンをする上で有用であろう。

　そ こ で 本研究は ， い ろ い ろ の面積の 色刺激を採用 し

て，以前 の よ う な 色 の 目立

ちの実験を行い，刺激の面

積と 目立ちの 関係を 明 ら か

にしようとするものである。

ただ しマ ンセ ル HVO は色票の製作者 （日本色研事業

KK ）か ら提供 され た公称値 ，
　 x ，

　 y ，
　 Y は ミノルタ

色彩色差 計OR300 で 光源を D65 と して 測定 したも の

である 。

　刺激の形状は正方形であ り，

一
辺の長さは 10m， 2

cm， 3　cmおよび 5　cmの 4種類 で ある 。 被験者の観察時

こ れら のサ イズは視角で そ れぞ れ口．9
り
，1．7

°
，2．6

’
，

43
°
に なる。 それぞれのサイ ズ に お い て 表 1の 12種類

の 色がある の で 色刺激色票は全部で 48枚となる。 色票

は，曲が っ たりしないよう，また被験者が取り上げ易

い ように全 て 厚紙の上に貼 っ た。こ の ため 1cm角より

小さ い もの の 作製は困難 で あ っ た 。 厚紙の 周辺 の 厚 み

の部分は マ ジ ッ クイン クで黒 く塗 っ た 。

　2。2．実験手順

　北窓 の 側に 置 い た高さ 75巳m，広 さ 1BDom× ｝口Ocmの 机

の上に 黒のラ シ ャ 紙を敷き，その上に 4B枚の色束1」激を

ラ ン ダム に並べ る 。 実験者からの合図があると被験者

は机の 上 に 並べ られた色票を自由 に観察し，
一

番目立

つ ものか ら取 り上げる 。 被験者へ のイン ス トラ クシ ョ

ン は ， 卜 番良く目立 つ も の を取 り上げ て 下 さ い」で

あ り，そ れ以上 の 説明はしなか っ た 。 被験者が
一

っ
一

つ 取り上 げて い くと色票の数は少な くな っ て い くが，

真ん中に隙問が出来れ ば全体を中央 に寄せる こ と は 自

由にした 。 実験者は被験者が色票を取 り上げた順番 に，

4B点，47点，46点， …　　 と点数を付けて いく。 色票

48枚全部が取 り上 げ られる と 】セ ッ シ ョ ン の 終了で あ

る。各被験者とも同 じ実験を 2回，時間を変えて繰 D

返した 。

　被験者は立姿勢で 色刺激を観測する 。 色票を見る と

きはやや前屈み とな り， したが っ て 目の高ざはおおよ

そ 141cm前後とな っ た 。 したが っ て 色票 ま で の 観察距

離は約66cmである。被験者は観測時机の周囲を移動す

る こ とは自由 で ある 。

　2．実験

　2．L 刺激

　色の刺 激 は今 ま で 1”：）と

同 じ］2色 とする。それらの

色仕様は表 1の よう で ある 。

表 1　 使用 した 色刺激1E種類の 色仕様

色 票 番 号 　 　 　 　 　 HVC
123456789

 

12

　

　

　

　

　

　

　

　

111

　 8R4 〆14

　 7YR4 ／9

　 5Y5 ／8

　 3GY5 ／8
　 2G5 ／8

　 10G6 ／6

　 8BG6 ／6

　 7B6 ／6
　 5PB5 ／8

　 3P5 ／8
　 2RP5 ／8
10RP4 ／12

　 　 XO

．5570
．4720
．4340
、3840
、2800
．2620
．2410
．2380
．2340
．2870
．3550
．472

0 ．3430
，4110
．4580
，4920
，4360
．3610
．3200
．2840
．2390
．243D
．2740
．294

　 Y13
．814
．421
．921
．622
．131
．531
．430
．820
．520
．521
．314
．1

［二ニー ］ 201 ［一 ＝：二二二］
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　E．3。観測時間

　実験期間は平成 5年 10月26日か ら11月 16日ま で で あ

っ た。 時間は午後 1時から 4時頃ま で の 悶 。 天候は日

によ っ て 異な り，したが っ て机の 上 の 照度 は
一

定 で は

な いが，原則と して8001x以上の条件を選ぶ よう に指

導 した 。 しか しアロOl×台 で実験した被験者が 3人い た 。

ただ しいすれも 1セ ッ シ ョ ン だけで あ っ た 。 実験机は

上述 したよう に北窓の側であ っ たが室内には天井蛍光

灯が点灯 し て い た。

　2．4．被験者

　被験者は全部で 29名，全て 女性で， 1名を除 い て は

全て20代前後の年齢 ， 1名は朋代後半の年齢で あ っ た 。

色覚検査はとくに行わなか っ た 。

　3．結果

　各色票 の 目立ちは得点 で 示 すが，実験時に 記録 し た

最高点数48を ｛に 正 規化して表示する 。 最低点数 1は

O に変え た 。 E9名全員の平均値 を図 1に示す 。 横軸は

通 しの 色票 番 号 で あ り ， 1〜1Eは 5　cm角 の も の，

13〜24は 3cm角 ，
　 E5〜36は 2Gm角，そ して37〜48は 1

cm角 の も の で あ る 。 したが っ て 通 し の色票番号 1 ， 13，
25，37は い ずれも8R4／］4で あ り， サ イズが 5， 3，

2 ， 10m角 という こ とにな る 。 同様に 12，24，36，48

は 10RP4／12で ある 。 図 1の 縦軸は各色粟 の 目立 ち 得

点 で あり，上記の したように 口
〜1．0の範囲の値 を持

つ こ と に な る 。 各点 に っ けられた縦棒は被験者間の ば

唱
帽

£

う
ヨ
。

凪
。り

8Q

図 1

10

．90

．8O

．70

．60

．50

．4o

．3o

．20

．100

　　　　　　　　12　　　　　　　　24　　　　　　　　36　　　　　　　　4B

　 　 　 　 　 　 　 CQ正or 　 Chart　No．
全色 票刺激の目立6 得点 。 横軸は刺激の 通し番号 ，

縦軸は目立ち得点 。 被 験者29名の 平均 。 各点の縦捧

は 被験者間の ば ら つ き を示す標準偏差

一 ＿＿一一一

らつ きを示す標準偏差である 。

　図 1は 4つ の U 字型の曲線を示 して い る 。 そ れ ぞ れ

5　cm角， 3　cmfi， 2cm角， 1cm角 の 色 票に対応 して い

る 。 よ く闃立 つ 色は赤 （R ）とパ
ープル （P ）系の色

で あ る ，しか し赤に黄 （Y ）が入 っ て くると R立 たな

くなる，緑 （〔∋）や青 （B ）は赤ほどには目立たな い

などの性質 によ っ て，こ の U 字 型 が出現 して い るが ，

こ の 色の E立ち の性質は以前の実験
D
で 明らか にされ

た こ とである 。 こ こ で 重要なことは色票 の サ イズが異

な っ て も同 じU 字型を して い る こ と で ある 。 すな わ ち

色票 の サイズが異な っ て もそ れぞれのサイズにお いて

は目立っ 順番は ほ と ん ど変化し な い と い う こ と で ある 。

重要なこ とのもう
一点は ， U 字型曲線 の 位置が色票の

サイズが小さ くなる に したが っ て段々下方向に下がっ

て い る こ と で あ る 。 すなわ ち色票が小さ くなると徐々

に目立たなくなるのである 。 しか しその下降は急激で

表 2　色票 を目立ち得点 に したが っ て 並 べ た も の 。 HVO
　　 は マ ン セ ル 表示 。 括弧の中 の 数掌 は刺激 サ イ ズ

　　　（cm）。被験者29名の 平均に よる

目 立 ち 順 位 　 　 通 し 番 号 　 HVC （size ｝　 目 立 ち 得 点
1234567890123456789012345678901234567890L23456

了

8

　

　

　

　

　

　

　

　

111111111122222222223333333333444444444

1234156Q3275934687845257616048977398826D19150432　

11212312
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

3

　

　

　

　

　

　

413211122231142323234333444444

　 8R4 ／14 （5 ）

／0RP4 〆／ 2 （5 ）

　 8R4 ／14 〔3 ）
10RP4 ／12 〔3 ）

　 2RP5 ／8 〔5 ｝

　 8R4 ／ユ4 （2 ｝
工ORP4 ／12 （2）

　 3P5 ／8 〔5 ）

　 2RP5 〆8 〔3 ｝

　 7YR4 ／9 （5 ）
　 8R4 ／14 〔1 ）

　 2G5 ／8 〔5 ）

　 5PB5 ／8 （5 ）

　 5Y5 ／8 （5 ）

　 3GY5 ／8 （5 ）

　 10G6 ／6 〔5 ）
　 7B6 ／6 〔5 ）

　 8BG6 ／6 （5 ｝
ユORP4 ／12 〔1 ）

7YR4 ／9 （3 ）
2RP5 ／8 〔2 〕

3P5 ／8 〔3 ）
5Y5 ／8〔3 ）
2G5 〆8 （3 ）

3GY5 ／8 （3 ｝
5PB5 〆8 （3 ｝

7YR4 ／9 （2 ）

7B6 ／6 （3 ｝
3P5 〆8 （2 ｝

10G6 〆6 〔3 ｝
8BG6 〆6 〔3 〕
2RP5 ／8 〔1）

5Y5 ／8 （2 ）

5PB5 ／8 （2 ）
2G5 ／8 （2 ）

7YR4 ／9 （1 ）

3GY5 ／8 （2 ）
7B6 ／6 〔2 ）
3P5 ／8 （1 ＞

ユOG6 ／6 〔2 ｝
8BG6 ／6 〔2 ｝

5Y5 ／8 〔1 ｝
2G5 〆8（1）

5PB5 ／8 （1 〕

3GY5 ／8 〔1 〕
7B6 ／6〔1 ）

8BG6 ／6 （1 ）

10G6 ／6 〔1 〕

763880B6894000677204961534049668861004632539717376975314109987532

τ

ユ

85329653098762221186541977420

99888887776666666665555444443333a3333222221

］

1111

00000000GOOODOOOOOOOOOOOOOOOOGOOOOOOOOOOOOOOO

転

臥

翫

2・2 ［二＝ ：＝ ＝ 二二 二：＝＝コ＝＝1
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はな い。したが っ て 同 じサ イ ズ の 色 粟 な ら BFI4／14は

］ORP4A2 よ りよ く囲立 つ が，
一

つ 下 の サ イズ の 8

R4／14は leRP4／］2よ つは目立たな い ， しか し他 の 色

粟 よ りはよく 目 立 つ と い う こ と に な る 。

　表 2は刺激色票を目立ちの川頁位に したが っ て羅列 し

たも の で ある 。 色票名の 後の （ ）内 の数字 はそ の 刺激

の サイズを表 して い る 。 たとえば 5 は 5　cm角の こ とで

ある 。 赤の8R4／14はそれ ぞれのサ イズで は最も よ く

目立ち ， 順位は 1番で あるが ， サイズが入 り乱れると

順位は 1番， 3番，6番，］1番と変わ っ て い る 。 小さ

い サイズの 8R4／］4よ り，大き いサ イズ故によ く目立

つ ようにな っ た他の 色が入 っ て きたため で あ る 。 しか

し目立 ち順位 11番目まで は R か P ，っ ま り赤系の 入 っ

」

ε

£

う

30
鳳
の

目

8

図 2

3P

5P

三

σ9

α B

 

α、

α5

艇

αβ

α£

 

・

金 BR
春 7YR
｛ L5Y

督 3GY
气》 2G
峨卜 正OG
｛＞ BBG
子 7B

や
．5PB

明← 3Pt
｝
・2RP

．
△
．10RP

0　　 　　1　 　　 2　　 　　 3　　 　 4　　 　　 5　　　 　 6

　　　　　　Stimulus 　Size （c   ）
各色票刺激の サイズと目立ち得点 を 示す図 。 被験者

29名の 平均

5Y

3GY

舟 DCM

噛 「3cm

醤 2cm
命 1cm

　　　　　　 Conspicuity　Point

図 3　 目立ち得点の極座標表示 。 外側 の 曲線からそれぞ

　 れ ， 5cm角 ， 30m角 ， 20m角。 1cm角 。 被験者29名
　 の平均

た色 票 が占め て い る こ とは 注 目 した い 。 逆 に 目 立たな

い 8B 〔∋6／6は 5　cm角でも 18as目くら い でや っ と取 り上

げられ て い る 。

　各色 票 に つ い て 面 積効果を見 た の が図 2 で あ る 。 横

軸は刺激サイ ズ，縦軸は目立ち得点である 。 いずれの

色票にお い て もサイズ の 減少と共に 團立ち得点も減少

して い る 。 また減少の特性は色票闘で それほど差はな

く ， ほぼ単調な減少 である 。 例外は よ く目立 っ 8R と

IDRP で あり ，
こ れ らに於 い て は刺激サ イズが 2Gmか

ら 1Gmになる とき に目立ち得点 の 減少がやや急で ある

ように見え る 。 また，2RP で はそれが B　cmと E　cmの

問 で 起き て い る よ うで ある。

　最後に1ヨ立 ち得点を従来の 方法に したが っ て極座標

で 表示 して お く 。 図 3で ある 。 円周方向はマ ンセ ル ヒ

ュ
ー

で あり，半径方向に各色票 の 自立 ち得点を中心か

らの距離で と っ て い る 。 4本ある曲線はそれぞれ刺激

サイズ に 対応 し ， 外側から内側 に 向け て 5　cm角 ， 3　cm

角， 2　cm角， 10m角 で ある 。 それぞれ の 曲線 の 形状は

今ま での実験結果
D
のうち照度レ ベ ル が IOOOixの もの

と よ く似 て い る。 刺 激面積 が小 さ くなる と 閉 曲線 は

段々と縮ま っ て お り，同 じ色 で も徐 々に目立たな くな

る こ とを明瞭に 示 して い る 。

　4．考察

　本実験にお い て示 された面積効果 に は 2つ の要因が

含まれ て い る と考え られ る。一
つ は絶対的な面積効果

に よ る もの ，もう
一

っ は相対的な面積効果によ る もの

で あ る 。 今視野 の 中 に た だ一
つ の 色 し か な い 場合に そ

の色刺激を観察 したとすると ， やは り小さ い 刺激の方

が 目立たな い と い う面積効果が現れる で あろ う 。 こ れ

が絶対的面積効果 で あ る 。 次 に 視野 に い ろ い ろ の 色 が

混 在 し て い る場 合 は ， た と え ば表 2の 目 立 ち川頁番

11（8R4／］4（1））と 12 （2〔∋5／8（5D の 目立 ち 得点 が ほ

とん ど同 じ，つ ま り赤の ］　cmfi と緑の 5　cm角の 目立ち

得点が同 じというように，面積効果が色相によ っ て異

な っ て くる 。 こ れは相対 的面積効果 と呼ん で よかろう 。

　実際 の 街 の 景観にお い て ある物体が 目立 つ か どうか

は これら 2つ の 要因 に よ っ て決ま っ て くる と考え られ

る 。 古い 町並み のように彩度の低い色が大勢を占め て

い る所 に赤色のような目立つ 色が
一

点存在する場合は，

絶対的面積効果がその色 の目立ちを左右する で あろう

が，繁華街 の ように既 に多様な色が存在する場合 には ，

赤色の 目立ち も相対的面 積効果 に よ っ て そ の 日立ちが

影響される もの と思 われる 。 これらの 2 っ の面積効果
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を分離して 定量化する こ と は 今後の 課 題 で あ る 。

　本実験 の結果 は応用面で直ち に 役 に立 つ デ
ータを与

え て い る 。 上 に指摘した ように赤 （BR4／4）の 1　cm

角と緑 （2〔∋5／8）の 5cm角は ほ ぼ同 じ程 度に 目立 つ こ

とが示されて い る 。 パ
ー

テ ィ の 案内係を示す胸の リボ

ン に応用 す る な ら ， 赤な らば緑の レ5の の サ イ ズで 同

じよう に目立 っ と い う こ と で あ る か ら，大きな リボ ン

を着ける来賓と区別する意眛では小 さ い赤の リボンが

良い と い う こ とにな る 。 ただ し今回の 実験は背景を黒

としたの で ，こ の応用には黒の スーツ を着て い る こ と

が条件であるが。

　図 2 で は各色票共面積効果の 変化 は単調で あ る こ と

が示 さ れた 。 しかしもし 5cm角よ り更 に大きい色票 を

採用するとサイズを大き くして も目立ち得点 に差がな

くな る 所 が存在す る かも しれな い 。 また， 10m角よ り

更に小さ い色票 を採用するなら，目立ち得点が色相間

で 差がな くなる点が あるかも しれな い
。 今回 は色票刺

激を取り上げ易くす る ため，また色票刺激が変形しな

い ため に厚紙で裏打ちしたので 1　cm　ftが製作の限界 で

あ っ た 。 よ り小ざ い刺激に つ い て実験を可能にするの

も今後の 課題 で ある 。
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